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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、膜結合型グアニル酸キナーゼ（MAGUK）ファミリーのメンバーをコードします。この遺伝子は、別のMAGUKタンパク質であるDLG2とヘテロ多量体を形成し、NMDA受容体およびカリウムチャネルクラスターにリクルートされます。これら2つのMAGUKタンパク質はシナプス後部位で相互作用し、受容体、イオンチャネル、および関連シグナル伝達タンパク質のクラスター形成のための多量体骨格を形成すると考えられます。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：アイソフォーム2のN末端付近にあるL27ドメインは、シナプス後肥厚部へのHGS/HRS依存性ターゲティングに必要です。,ドメイン：PDZドメイン3はADR1Bとの相互作用を媒介します。,機能：NMDA受容体サブユニットおよびシェーカー型カリウムチャネルの細胞質末端と相互作用します。NMDA受容体シグナル伝達に関連するシナプス可塑性に必要です。 DLG4の過剰発現または枯渇は、海馬ニューロンにおける興奮性シナプスと抑制性シナプスの比率を変化させます。ACCN3酸誘発電流の振幅は、チャネルを細胞内に保持することで低下する可能性があります。ADR1Bの細胞内輸送を制御する可能性があります。,PTM：アイソフォーム1のパルミトイル化は、シナプス後密度への標的化に必要です。,類似性：MAGUKファミリーに属します。,類似性：グアニル酸キナーゼ様ドメインを1つ含みます。,類似性：SH3ドメインを1つ含みます。,類似性：PDZ（DHR）ドメインを2つ含みます。,類似性：PDZ（DHR）ドメインを3つ含みます。,細胞内局在：前脳ニューロンのシナプス後密度に高いレベルで存在します。また、プルキンエ細胞の軸索丘陵上の小脳バスケット細胞によって形成される抑制性シナプスのシナプス前領域に存在します。サブユニット:ANKS1B および PRR7 と相互作用します (類似性による)。最初の 2 つの PDZ ドメインを介して、GRIN2A、GRIN2B、GRIN2C、GRIN2D、ACCN3、GRIN1 の特定のスプライス フォーム、KCND2、CXADR、および SYNGAP1 と相互作用します。2 番目の PDZ ドメインを介して、NOS1 の PDZ ドメインまたは CAPON の C 末端と相互作用します。HTR2A と相互作用する可能性があります。グアニル酸キナーゼ様ドメインを介して、DLGAP1/GKAP、DLGAP2、DLGAP3、DLGAP4、MAP1A、および BEGAIN と相互作用します。3 番目の PDZ ドメインを介して、CRIPT と相互作用します (類似性による)。最初の2つのPDZドメインを介してKCNA1、KCNA2、KCNA3、KCNA4、ERBB4と相互作用する。最初のPDZドメインを介してGRIK2、KCNA4、CRIPTと相互作用する。3番目のPDZドメインを介してNLGN1と相互作用し、おそらくNLGN2およびNLGN3とも相互作用する。グアニル酸キナーゼ様ドメインを介してKIF13Bと相互作用する。アイソフォーム2はL27ドメインを介してHGS/HRSおよびCASKの最初のL27ドメインと相互作用する。LRFN1と相互作用する。,組織特異性：脳。,
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	PSD-95 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解液のウエスタン ブロット分析。
	

	1：1000に希釈したPSD-95ポリクローナル抗体を用いた293T細胞のウェスタンブロット解析

